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2010年7月26日、27日に第1回の日印ダイ

アローグ・フォーラムが開催され、関係者の皆

様のご協力により無事成功裡に終わることがで

きました。

今回のダイアローグとフォーラムの開催は、

去る2月に日本経団連、企業会計基準委員会、

日本公認会計士協会から成る会計Delegationの

インド訪問時に、IFRSFoundationのトラスティー

であるMohandasPai氏にインドの資本市場・

会計関係との面談アレンジをお願いした際、イ

ンド企業省の大臣・次官を訪問する機会を得た

ことが端緒となっています。

大臣とのお話の中で、日印の会計、中でも国

際財務報告基準（IFRS）の導入という観点にお

いて次の2つの共通した認識を持つに到りまし

た。一つ目は、日本とインドはIFRS導入に関

して極めて類似した課題を抱えており、日印の

資本市場・会計関係者間での対話は、両国での

IFRS導入を進めるに際し有益であることです。

インドでは 2011年 4月から、上場企業 4,500

社と政府系企業500社の計5,000社に対して段

階的にIFRSの適用を開始することになってい

ますが、インドにおいても日本と同様、国際会

計基準審議会（IASB）での基準見直しに対し

ての意見発信や基準の解釈、教育、中小企業対

応などの課題に直面しており、日印が互いの課

題を共有し、その解釈に向けた対話を重ねるこ

とが両国でのIFRSのスムーズな導入にとって

非常に有効であるという認識です。

二つ目は、日印間の対話を通して両国の連携

が確かなものになれば、それをプラットフォー

ムにしてより広範なアジア・オセアニアの連携

作りを進め、我々の地域からの発信力を高めて

いこうということです。アジア・オセアニアに

おいて、インド、中国、韓国、インドネシア、

タイなどでのIFRSのアドプション、或いは完

全なコンバージェンスが2011年から2012年に

かけて加速し、日本においても2012年に強制

適用の判断がなされる予定です。アジア・オセ

アニアの地域がより連携を強め、IASBに対し

てこの地域での意見を影響力ある形で伝えてい

くことが強く求められます。この地域が米国や

欧州と比肩し得る力を持つことが、IASBの運

営にも安定感が増すことに繋がるという認識で

す。

その後、4月に、再びインドを訪問しました。

4月の訪問団のメンバーは、2月の3団体に東

京証券取引所グループと金融庁が参加し、

IFRS対応会議の中核5団体となりました。短

期間ではありましたが、ムンバイ・ニューデリー

でインド企業省、インド証券取引委員会、ナショ

ナル証券取引所、インド勅許会計士協会、イン

ド会計基準委員会を訪問し、日印ダイアローグ

とフォーラムの具体案を詰め、実現に向けた諸
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問題を整理することができました。インド企業

省との打合せでは、大臣から日印の協力体制構

築に際し、MOUを締結したいとの要請があり

ました。日本側はこの要請に応じ、日本側：

IFRS対応会議、インド側：IFRSCoreGroup

（企業省次官が議長となり、中央銀行、証券取

引委員会、産業界、会計士協会等の代表者から

構成）にて、7月26日の日印ダイアローグの

開催に先立ち、MOUを締結しました（写を最

終頁に添付）。

2月のインド訪問から6ヶ月足らずという短

期間で、ダイアローグ、フォーラムを実現する

ことができたのは、インド企業省大臣の即決と

次官の強いリーダーシップによるものと思って

います。今回のインドからの訪問団は、次官以

下19人で、資本市場・会計関係団体の責任者

が揃って東京に来て頂いたということで、イン

ド側の思いと期待を強く感じました。又、日本

側におきましても、昨年7月に発足したIFRS

対応会議のメンバーが中心となって、各団体が

チームワーク良く熱意を持って諸々の問題を手

際良く解決していったということが無ければ、

早期の実現は難しかったでしょう。このダイア

ローグ、フォーラムを成功裡に実現させるため

に、我が国の資本市場・会計関係者が思いを一

つにし、協力して取り組んだことは、今後の

IFRS導入を推進する強い力となるでしょう。

日印ダイアローグは、2012年まで 3年間の

termで継続していくこととなります。来年は

ニューデリーで開催し、最終年は再度東京での

開催を予定しています。この日印ダイアローグ

を通じ、日印が両国の歴史／文化、金融規制／

証券市場、会計／税制について関係者それぞれ

が知識を共有し、証券市場、直接投資等に関心

を有する両国関係者への啓蒙が進み、結果とし

て両国の関係がより一層緊密なものになること

を祈ってやみません。

最後に、今回の日印ダイアローグ・フォーラ

ムの運営に要した諸費用について、財務会計基

準機構、日本公認会計士協会、東京証券取引所

グループ、日本経団連に分担頂くなど、関係各

位のご協力に対して厚く感謝申し上げます。あ

りがとうございました。
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左から、島崎憲明 IFRS対応会議国際対応委員会委員長、R.Bandyopadhyayインド企業省次官、Amarjit

Chopraインド勅許会計士協会会長



特集１ 日印ダイアローグの発足
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